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手づくり文化創造発信

　
「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」
は
、

市
内
の
各
町
に
残
る
題
材
に
新
解

釈
を
加
え
た
創
作
劇
で
、
地
域
文

化
の
再
発
見
を
目
的
に
１
９
９
９

年
春
か
ら
公
演
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
本
年
度
は
、
豊
里
町
の
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
題
材
に
選
び
、
町

民
有
志
や
演
劇
経
験
者
、
登
米
文

化
振
興
財
団
の
職
員
が
協
力
し
て

脚
本
を
書
い
た
。

　

豊
里
町
は
江
戸
初
期
、
滅
亡

し
た
武
田
家
や
豊
臣
家
の
家
臣

ら
が
住
み
着
き
、
登
米
伊
達
家

の
手
で
開
墾
が
進
め
ら
れ
た
。

だ
が
、
北
上
川
を
西
方
に
曲
げ

て
迫
川
と
合
流
さ
せ
た
た
め
、

洪
水
が
再
三
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

明
治
期
を
迎
え
て
も
過
酷
な

暮
ら
し
は
改
ま
ら
ず
、
人
々
は

壁
土
で
作
っ
た
竈
神
を
自
宅
の

台
所
に
掲
げ
、
日
々
の
安
寧
を

祈
り
続
け
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
人
々
が
困
り

果
て
る
と
、
地
域
に
ゆ
か
り
の

あ
る
高
貴
な
人
物
が
現
れ
、
豊

か
な
里
づ
く
り
の
知
恵
を
示
唆

す
る
現
象
が
し
ば
し
ば
起
き

た
。
人
々
は
そ
の
暗
示
を
ヒ
ン

ト
に
、
防
災
対
策
や
産
業
、
文

化
イ
ベ
ン
ト
の
構
築
に
取
り
組

み
、
豊
里
独
自
の
風
土
を
つ
く

り
上
げ
て
き
た
。
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1住民が地域づくりに困ったとき、歴史に名高い人物が現れ、知恵を
授けてきた。しかしそれは仮の姿。住民たちを助けてきたのは、安寧
を祈った竈神だった2明治の若者は、地域づくりを進めるために何を
すべきか悩んだ3「どぶろく」で村おこしを目指した終戦直後の若
者たちだが、どぶろく造りは違法行為。刑事に嗅ぎつけられるも「甘
酒だ」と言い張る。地域の未来のために頑張る若者たちの姿に共感し、
刑事は見逃す4キャストのかつらを固定するメークスタッフ5現代
の子どもたちの前に現れた謎の少年。その正体は竈神だった6クラ
イマックスでは、市内のよさこい団体が集結し、夏の祭りを思わせ
る舞を披露した7謎の少年から種明かしをされ、戸惑う児童たち8
２日間で約 1400 人の観客が訪れた9合併でもめる２つの村の人々10
地域おこしに困った村人の前に、知恵を授けに現れた豊臣秀頼（左）
と武田勝頼（右）

7

4

1

6 5
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Interview
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真
似
た
り
す
れ
ば
、も
っ
と
良
い

も
の
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。し

か
し
、自
分
た
ち
で
創
造
す
る
か

ら
こ
そ
価
値
が
あ
る
。大
切
な
の

は
１
の
も
の
を
10
に
す
る
の
で
は

な
く
、ゼ
ロ
か
ら
１
の
も
の
を
生

み
出
す
こ
と
」と
語
る
。

　

昔
か
ら
文
化
の
流
れ
は
都
市
部

か
ら
地
方
と
い
う
の
が
一
般
的

だ
っ
た
。
し
か
し
、
決
し
て
そ
れ

が
正
解
で
は
な
い
。近
年
、ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
を
筆
頭
に
、
地
方
で
の
生

活
や
習
慣
な
ど
が
都
市
部
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
に
で
も
あ

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
し
か

得
ら
れ
な
い
も
の
に
、
本
物
の
価

値
を
見
出
し
て
い
る
の
だ
。

　

夢
フ
ェ
ス
タ
の
取
り
組
み
は
本

物
だ
。登
米
市
に
し
か
な
い
材
料

を
、登
米
市
民
が
苦
労
に
苦
労
を

重
ね
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を

創
り
上
げ
て
い
る
。こ
の
ス
タ
ン

ス
は
、当
初
か
ら
一
貫
し
て
ぶ
れ

て
い
な
い
。本
物
を
追
求
す
る
姿

勢
が
変
わ
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、観

衆
の
心
が
動
か
さ
れ
る
の
だ
。

　

登
米
市
が
誇
る
地
域
文
化
の
一

つ
と
し
て
成
長
を
続
け
る
夢
フ
ェ

ス
タ
。
20
年
つ
な
が
れ
て
き
た
本

物
を
創
る
遺
伝
子
は
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
ず
に
続
く
。

　

夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
は
、市
内
の

文
化
、歴
史
、人
物
な
ど
に
光
を
当

て
、市
民
が
手
づ
く
り
す
る
舞
台
公

演
を
通
じ
て
、「
登
米
市
の
隠
れ
た
良

さ
」を
広
く
紹
介
す
る
、地
域
お
こ
し

事
業
。そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、市
民
が

文
化
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
提
供

し
、本
市
な
ら
で
は
の
芸
術
文
化
を

発
信
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

旧
登
米
郡
８
町
が
毎
年
持
ち
回
り

で
、創
作
劇
を
上
演
す
る
舞
台
型
芸

術
と
し
て
始
ま
っ
た
。２
０
０
５
年
、

登
米
市
の
誕
生
に
伴
い
、登
米
郡
民

劇
場
が
登
米
市
民
劇
場
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

　

市
内
の
文
化
・
歴
史
・
人
物
な
ど
が

題
材
な
の
で
、劇
の
脚
本
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
。し
か
し
、そ
こ
に
プ
ロ
の
手
は

入
ら
な
い
。脚
本
だ
け
で
は
な
く
、

役
者
、舞
台
ス
タ
ッ
フ
、運
営
や
広
報

な
ど
、公
演
に
関
わ
る
全
て
を
、市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
っ
て
き
た
。各

町
持
ち
回
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、財

団
職
員
を
除
い
て
ス
タ
ッ
フ
が
入
れ

替
わ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、登
米
文
化

振
興
財
団
の
佐
藤
寛か

ん

一い
ち

理
事
長
は

「
夢
フ
ェ
ス
タ
は
地
域
お
こ
し
事
業

で
あ
り
、登
米
市
独
自
の
芸
術
文
化

を
発
信
す
る
こ
と
が
目
的
。全
面
的

に
プ
ロ
の
手
を
借
り
た
り
、何
か
を
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市
民
が
創
る「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の

里
」は
、出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
こ
れ
ま
で
に
、市
内

各
町
に
残
る
民
話
・
実
話
・
逸
話
な

ど
を
掘
り
起
こ
し
、新
し
い
視
点
を

加
え
て
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
主
役
は
「
あ
な
た
」

で
す
。皆
さ
ん
の
手
で
す
て
き
な
舞

台
を
創
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
キ
ャ
ス
ト

②
舞
台（
大
道
具
、
小
道
具
、
舞
台

転
換
、
衣
装
、
ヘ
ア
メ
ー
ク
、
美
術
、

音
響
、照
明
な
ど
）

③
事
務
局
・
運
営
ス
タ
ッ
フ
（
宣
伝
、

渉
外
、チ
ケ
ッ
ト
管
理
、当
日
受
付

な
ど
）

④
広
報
（
機
関
紙
作
成
、ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
作
成
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
、
記
録
な
ど
）事

業
に
賛
同
い
た
だ

け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
経
験
は
一
切
問
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
原
則

と
し
ま
す
。な
お
、小
中
学
生
が
参

加
す
る
場
合
は
、保
護
者
も
可
能
な

限
り
参
加
、も
し
く
は
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

所
定
の
申
込
用
紙
に

ご
記
入
の
う
え
、
登
米
祝
祭
劇
場
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い　

登
米
祝
祭
劇
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
１
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三
陸
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
隣
接
し
て
い
た「
道
の
駅

三
滝
堂
」は
４
月
１
日
、オ
ー
プ
ン

し
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

道
の
駅
三
滝
堂
は
、休
憩
施
設

と
集
客
施
設
の
併
設
型
で
、ド
ラ

イ
バ
ー
の
利
便
性
、地
域
活
性
化

と
災
害
防
災
拠
点
整
備
な
ど
を
目

的
に
整
備
。県
内
で
13
カ
所
目
、

市
で
は
５
カ
所
目
の
道
の
駅
と
な

り
ま
す
。

　

建
物
は
、市
の
地
場
産
品
な
ど

を
取
り
扱
う
物
産
販
売
所
、食
堂

（
フ
ー
ド
コ
ー
ト
）、24
時
間
営
業

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
事

務
棟
か
ら
な
る
地
域
活
性
化
施
設

（
７
１
４
平
方
㍍
）、国
が
設
け
た

情
報
提
供
施
設
・
ト
イ
レ
の
２
棟

で
い
ず
れ
も
木
造
平
屋
建
て
で

す
。

　

敷
地
内
に
は
、
車
中
泊
専
用
ス

ペ
ー
ス「
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
」、ド
ッ
グ

ラ
ン
な
ど
も
整
備
し
て
お
り
、駐

車
台
数
は
81
台
。
施
設
の
事
業
費

は
約
５
億
２
千
万
円
。

　

道
の
駅
三
滝
堂
は
、本
市
と
南

三
陸
町
の
境
界
の
近
く
に
位
置

し
、内
陸
と
沿
岸
部
の
接
続
点
。東

和
地
域
だ
け
で
な
く
、本
市
の
総

合
的
な
観
光
窓
口
と
し
て
、地
域

の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
役

割
を
担
い
ま
す
。

　

物
産
販
売
所
で
は
登
米
市
ブ
ラ

ン
ド
の
米
、野
菜
や
加
工
品
を
始

め
と
し
た
特
産
品
や
各
種
農
産
物

を
販
売
。フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は
、

こ
れ
ら
を
使
用
し
た
本
市
の
郷
土

料
理
や
ご
当
地
グ
ル
メ
を
楽
し
め

ま
す
。

　

竣
工
式
に
は
関
係
者
約
１
２
０

人
が
出
席
。布
施
孝
尚
市
長
は「
高

速
道
路
利
用
者
に
も
地
域
に
も
使

い
勝
手
が
良
い
施
設
で
、市
の
観

光
情
報
な
ど
も
発
信
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、関
係
者
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
、佐
沼
高
吹

奏
楽
部
や
西
郡
太
鼓
芸
能
伝
承
会

の
演
奏
な
ど
で
祝
い
ま
し
た
。
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Interview

1関係者がテープカットし、開駅を祝
いました2直売所には「まいたけようか
ん」など、東和町ならではの商品を数
多く取りそろえています3西郡太鼓芸
能伝承会が祝いの演奏4ドッグランは、
小型犬用、中大型犬用の２つに分かれ
ています。広い敷地に犬たちも大喜び
5併設するコンビニエンスストアには、
登米市観光ＰＲキャラクターの「はっと
ン」グッズや店舗限定商品「ほやぼーや
Ｔシャツが販売されています

11

33

44

22

55
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東
北
の
春
フ
ェ
ス
「
東
北
風
土

マ
ラ
ソ
ン
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
」（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
は
３
月
18
か
ら
20
日
ま
で
の

３
日
間
、
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

を
主
会
場
に
開
か
れ
、
ラ
ン
ナ
ー

や
来
場
者
は
東
北
の
魅
力
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
は
、18
日
に
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
、19
日
に
フ
ル
、ハ
ー
フ

な
ど
が
開
催
さ
れ
、国
内
外
か
ら

約
５
５
０
０
人
が
参
加
。ラ
ン

ナ
ー
た
ち
は
、コ
ー
ス
内
の
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
給
水
所
）で
、

登
米
市
名
物
の
は
っ
と
、登
米
産

牛
の
ス
テ
ー
キ
、南
三
陸
町
産
め

か
ぶ
の
み
そ
汁
や
青
森
県
産
リ
ン

ゴ
な
ど
、東
北
の
食
を
楽
し
み
な

が
ら
、春
の
長
沼
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　

お
祭
り
ラ
ン
の
本
場
、
フ
ラ
ン

ス
の
メ
ド
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
同
様
仮

装
す
る
ラ
ン
ナ
ー
が
数
多
く
い
ま

し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
物
語
と

伝
説
」。伝
説
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
、マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、タ

イ
ガ
ー
マ
ス
ク
や
バ
イ
キ
ン
グ
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
で
見
る
も

の
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

東
北
の
特
産
品
の
飲
食
・
物

販
ブ
ー
ス
が
並
ぶ
登
米
フ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
延
べ
約

４
万
５
千
人
が
訪
れ
、
東
北
の
日

本
酒
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
東
北
日
本

酒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、20
日
に
は
、

酒
蔵
見
学
や
南
三
陸
の
沿
岸
部
を

巡
る
東
北
風
土
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
同

時
開
催
。

　

ラ
ン
ナ
ー
も
、
観
光
客
も
、
そ

し
て
地
元
民
も
、東
北
の
「
風
土
」

と
「
F
O
O
D
」
の
魅
力
を
満
喫

し
た
３
日
間
で
し
た
。



09 2017.5

Interview

1競技として走る人、風景と食を楽しむ人、仮装して盛り
上げる人。風土マラソンには、さまざまな楽しみ方があ
る2開会に先立ち、東日本大震災の被害者に黙祷を捧げ
た3長沼湖畔にヤマタノオロチ参上。この仮装には多く
の人が驚いた4ランナーを応援する地域住民。ランナー
も応援に応え手を振る。ほほ笑ましい光景は、風土マラ
ソンならでは5マラソン終了後、登米市の銘酒「澤乃泉」
を楽しむランナー6イベントを支えるボランティア。大
会の成功は裏方の力があってこそ。ランナー同様、年々
国際色が豊かになっている7エイドステーションで「初
恋さくら」を飲むランナー。初恋さくらは、市内企業と登
米総合産業高が共同開発した甘酒で、長距離を走る際の
栄養補給に適した「ランメシ」8多くの来場者でにぎわ
うフードフェスティバル会場

11

33 44

55

22

66

77 88
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　「ビジネスマッチングin登米～業種を超えた新たな
連携～」は３月14日、ホテルニューグランヴィアで開か
れ、市内企業など40団体が参加しました。
　ビジネスマッチング in 登米は、市内のさまざまな業
種の連携が目的。機械製造、食品加工会社や介護サービ
ス業などの26団体がブースを出展し、製品や得意分野
などをＰＲしました。市内外から訪れた約100 人の経
済関係者は、各ブースで説明を聞きながら取引の可能
性を探りました。障害者就業・生活支援センター「ゆい」
の渥美雅

まさ

彦
ひ こ

さんは「異業種で情報交換ができ、つながる
ことができる貴重な機会」と話しました。

食品加工業者は、来場者に試食させ自社製品をＰＲ。「社員食堂
の食材に検討したい」などの声が聞かれました。

　「災害発生時と平常時の高齢者等見守りの活動の相
互協力協定締結式」は３月16日、市役所迫庁舎で開か
れ、布施孝

たか

尚
ひ さ

市長と市内 20 郵便局を代表して大嶋克
かつ

輝
て る

佐沼郵便局長が協定書に署名、押印しました。
　協定は、災害発生時の避難所開設状況や避難者名簿
などの情報を相互提供、平常時に郵便配達員が高齢者
や子どもの異変、水道漏水、ごみの不法投棄や道路損
傷などを見つけた場合、市に連絡するもの。
　布施市長は「市内をくまなく歩く配達員の皆さんに、
目配り、気配りいただけるのは大変ありがたいこと。市
民にとって心強い」と郵便局の協力に感謝しました。

握手を交わす大嶋局長（左）と布施市長。大嶋局長は「地域あって
の私たちの仕事。市への協力は当たり前」と力強く語りました。

　「こころと命の講演会」は３月14日、中田農村環境改
善センターで開かれ、訪れた約 250 人の聴衆は命の大
切さを再認識しました。
　講演会は、自殺スポットといわれる福井県坂井市の
東尋坊で、自殺防止活動を続ける茂幸

ゆき

雄
お

氏が講師。「東
尋坊からのメッセージ～自殺したらあかん！誰にでも
できるゲートキーパー」と題し、自殺は周囲の気付きと
行動で防げることを訴えました。只野信

のぶ

子
こ

さん＝中田
町大柳＝は「自殺対策は、公的機関に相談と思っていま
したが、一人一人が普段から心がけることが大切だと
教えられました」と意識を新たにしました。　

茂氏は警察官OBで「公務員だけでは、自殺を止められない。
命を救うには民間、一般の力が必要」と力説していました。
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　企画展「恩田とき子人形展～物語に息づく女性美
～」は３月４日から５月14日まで、歴史博物館で開か
れています。
　恩田とき子人形展は「竹取物語」「十三夜」「夕鶴」な
ど、さまざまな物語の女性をモチーフにした人形 11 点
を展示。恩田さんは迫町出身で、手工芸美術展など各種
展覧会で数多くの賞を受賞し、2010年に逝去しました。
阿部利

と

志
し

郎
ろ う

さん＝中田町駒牽＝は「恩田さんが迫町出
身と初めて知りました。作品は人形とは思えないほど、
女性の感情が表わされていると思います」と思いが込
められた人形の出来栄えに感心していました。

同企画展の展示解説を４月29日、作品のモチーフとなった物
語の絵本読み聞かせを５月５日を開催します（いずれも無料）。

　米谷小（横山清
せい

一
い ち

校長、児童108人）５年児童21人は３
月23日、同小で本市の伝統野菜ＰＲ方法を、市担当者に
提案しました。
　これは、総合学習の一環で「よめごささげ」「長下田う
り」などの伝統野菜を通じて、より地域のことを知っ
てもらうことがねらい。児童たちは昨年４月から、生産
農家などに手伝ってもらい、自分たちで栽培するなど
して、伝統野菜への理解を深めました。佐藤彩

あや

菜
な

さんは
「道の駅で売ったり、給食に利用したりするなどすれ
ば、多くの人たちにもっと知ってもらえるのでは」と
グループの考えを市担当者に提案しました。

児童たちは、さまざまな形で伝統野菜に触れ、絶やさずつない
でいくことの大切さも学びました。

破砕機でチップ化した汚染ほだ木を手作業で散布しました。試
験結果は、随時市ホームページなどで報告していきます。

　東京電力福島第１原発事故で発生した放射性物質に
汚染されたほだ木の処理について本市は３月16日、市
内市有林で、林地還元の実証試験を始めました。
　実証試験は、市有林100平方㍍に試験区画を設け、ほ
だ木を粉砕して散布。隣接する対照区画100平方㍍には
散布せず、土壌のセシウム濃度と空間放射線量を２カ
月ごとに測定し変化を比較します。市内で保管されて
いる汚染ほだ木は約17万本（約1200㌧）あり、放射性物
質濃度は平均で 41 ベクレル、最大でも 240 ベクレル。
試験の結果、安全性が確認されれば、汚染ほだ木を林地
還元により処理を進める予定です。
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　市民の皆さんが安心して市民活動に参加できるよう、
市は、市民活動総合補償制度を設けています。この補
償制度は、自治会や市民活動団体、その
他市民活動をしている人が、無報酬で行
う公益的な活動中にけがをした場合や、
誤って第三者を負傷させた場合などの不
慮の事故を救済するためのものです。
　保険料は、市が負担し保険会社と契約
します。皆さんが事前に加入や登録の手
続きをする必要はありません。

☎

　事故発生から 30 日以内に最寄りの総合支所市民課（市
が実施した事業での事故は事業担当課）へ、事故報告書
に活動の概要を把握できる資料（通知文、お知らせなど）
を添えて申請してください。

　

市
と
県
で
は
、
春
の
植
樹
祭
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
の
誕
生
記
念
・
結
婚
記

念
日
な
ど
、
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ

の
記
念
を
標
柱
に
し
る
し
、
植
樹

す
る
「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」
を

実
施
し
ま
す
。「
わ
た
し
の
記
念

植
樹
」
の
募
集
人
員
は
先
着
40
人

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

５
月
21
日（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

津
山
町
「
道
の
駅

津
山
」
も
く
も
く
ラ
ン
ド
駐
車
場

午
前
９
時
30
分

津
山
町
横
山
字
大

萱
沢
地
内

※
集
合
場
所
か
ら
植
林
会
場
ま
で

は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

１
５
０
人（
先
着
順
）

無
料

軍
手
、
長
靴

５
月
12
日（
金
）

電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

❶「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ

く
り
植
樹
祭
」

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、
参

加
す
る
人
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、「
市
民

参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く
り
参
加

希
望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

❷「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、
参

加
す
る
人
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
記
念
名（
例
＝
初
孫

誕
生
記
念
な
ど
）、
標
柱
に
入
れ

る
名
前（
例
＝
登
米
市
太
郎
）を
記

入
の
上
、「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

産

業
経
済
部
産
業
政
策
課（
林
業
振

興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

死

s
a
n
g
y
o
s
e
is
a
k
u
@

city
.tom

e.m
iy
ag
i.jp
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県
内
の
高
校
に
在
学
、

ま
た
は
市
内
在
住
の
高
校
生

❶
１
年
以
内
に

制
作（
模
写
な
ど
を
除
く
）し
た

油
彩
画
、
水
彩
画
、
版
画
な
ど

で
、壁
面
に
展
示
可
能
な
も
の
❷

キ
ャ
ン
バ
ス
サ
イ
ズ
は
20
〜
30

号
、パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
は
Ｂ
２
〜
Ａ

１
判
❸
作
品
は
額
装
を
基
本
。奥

行
き
は
６
㌢
以
内（
額
縁
含
む
）

１
人
１
点（
作
品
の

共
同
制
作
は
不
可
）

５
月
９
日（
火
）　

出
品
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
学
校
ご

と
に
ま
と
め
、
企
画
部
市
民
協
働

課
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
米
祝
祭
劇
場
（
小

ホ
ー
ル
）

６
月
１
日（
木
）〜

４
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後

６
時（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

無
料

▼
大
賞
１
点
▼
優
秀
賞

２
点
▼
優
良
賞
４
点
程
度
▼
佳
作

５
点
程
度

６
月
４
日（
日
）午
後

３
時
30
分
〜
／
登
米
祝
祭
劇
場

（
小
ホ
ー
ル
）

　

８
月
３
か
ら
６
日
ま
で
本
市
で

開
催
す
る「
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
ボ
ー
ト
競
技
大
会
」で
、会
場
内

に
出
店
す
る
企
業
や
大
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
へ
、
広
告
を
掲
載
す
る

協
賛
者
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
10
日（
水
）〜

31
日（
水
）

教
育
部
生
涯

学
習
課
内（
実
行
委
員
会
事
務
局
）

に
持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
申
請
資
格
な
ど
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
な
お
、
全
国
高
等
学
校
体
育

連
盟
と
協
賛
契
約
を
締
結
し
て
い

る
企
業
と
同
一
業
種
お
よ
び
同
一

製
品
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
企

業
・
団
体
の
場
合
、
受
け
入
れ
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ア
イ
エ
ス
総

合
ボ
ー
ト
ラ
ン
ド（
競
技
会
場
内
）

８
月
３
日（
木
）

〜
６
日（
日
）

教
育

部
生
涯
学
習
課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
）

〒
９
８
７
―
０
６
０
２　

登
米
市

中
田
町
上
沼
字
西
桜
場
18
番
地

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

０
２
２
０（
３
４
）２
５
０
４

企

画
部
市
民
協
働
課（
地
域
振
興
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１　

登
米
市
迫

町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

　

本
訓
練
は
、
昭
和
43
年
度
か
ら

県
と
県
内
自
治
体
が
合
同
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
開
催
地
は
県
内
地

域
で
輪
番
と
し
て
お
り
、
12
年
に

一
度
の
訓
練
に
な
り
ま
す
。
多
数

の
防
災
機
関
が
参
加
す
る
大
規
模

な
訓
練
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い（
駐
車
場
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
訓
練
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

や
防
災
機
関
車
両
に
よ
る
サ
イ
レ

ン
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
28
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午北

上
川
河
川
歴
史
公
園

（
登
米
市
豊
里
町
中
谷
岐
地
内
）

消
防
機
関
、
陸
上

自
衛
隊
、
県
警
察
本
部
、
各
県
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
消
防
団
、
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど

北
上
川
河
川

歴
史
公
園
内
を
通
る
市
道
小
麻
・

鴇
波
線
を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

ま
た
、
柳
津
大
橋
は
、
午
前
11
時

前
後
に
10
分
程
度
の
一
部
通
行
規

制
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
警
察
官

や
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

宮
城
県
総
務
部
消
防
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
７
４

総
務
部
防
災
課（
防
災
危
機
対
策

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

消
防
本
部
警
防
課（
警
防
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１
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普
通
救
命
講
習
会
は
、
こ
れ
ま

で
企
業
、
団
体
な
ど
を
中
心
に
約

２
万
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
数
年
は
、
個
人
の
受
講
希
望
者

が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
公
募
に
よ

る
普
通
救
命
講
習
会
を
奇
数
月
の

第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
国
内
で
大
規
模
災
害
の

発
生
な
ど
に
よ
り
、
救
命
に
対
す

る
意
識
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、
適
切
な
応
急
手
当
を
す
る
こ

と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
が
救
わ

れ
ま
す
。

　

５
月
の
開
催
日
は
次
の
通
り
で

す
。
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を

身
に
付
け
、「
い
ざ
と
い
う
と
き
」

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

５
月
21
日（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー　

30
人（
先
着
順
）

無
料心

肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
な
ど

※
講
習
修
了
者
に
は「
講
習
修
了

証
」
を
交
付
し
ま
す
。

５
月
14
日（
日
）

消
防
署
、
各
出
張

所
に
あ
る
受
講
申
込
書
を
提
出
い

た
だ
く
か
、
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）
２
１
１
９

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、市
内

に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
あ

ら
か
じ
め
知
り
、緊
急
時
に
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
「
登
米
市
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
施
設
マ
ッ
プ
」を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

緊
急
時
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
探
す
の

で
は
な
く
、あ
ら
か
じ
め
設
置
場

所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
救
命

率
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。万

が
一
に
備
え
、普
段
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
あ
る
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
企

業
、団
体
で
「
登
米
市
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
施
設
マ
ッ
プ
」の
掲
載
に
協
力

い
た
だ
け
る
場
合
は
、ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

随
時
設
置
場
所
を
追
加
し
て
掲

載
し
ま
す
。 

電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル

設
置
施
設
の
名
称
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
、住
所
、電
話

番
号
、利
用
可
能
時
間

市
民
生

活
部
健
康
推
進
課
（
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
係
）

 

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

死kenkosuisin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp
http://w

w
w
.city.tom

e.　

m
iyagi.jp/kurashi/kenko/
aed.htm

l
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は
事
業
所
が
あ
り
、
委
託
業
務
を

効
果
的
に
実
施
で
き
る
法
人
格
を

有
す
る
民
間
企
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど

提
出
さ
れ
た
企
画

提
案
書
に
よ
り
、
審
査
委
員
会
で

受
託
事
業
者
を
決
定
し
ま
す
。

５
月
15

日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
関
す
る
経
費
な
ど
は
、
応

募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
業
務
に
関
す
る
仕
様
書
、
応
募

要
件
、
企
画
提
案
書
な
ど
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

い
た
だ
く
か
、
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
部
市
民
協

働
課
（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０
（
２
２
）
２
１
７
３

死shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp
h
ttp
://w

w
w
.city

.tom
e.

m
iyagi.jp/oshirase/katsudo/
konnkatu.htm

l

　
「
登
米
市
結
婚
活
動
支
援
事
業
」

の
受
託
事
業
者
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
募
集
し
ま

す
。

❶
自
分
磨
き
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
❷
独
身
男
女
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
❸
都
市
部
（
仙

台
圏
）
の
結
婚
相
談
事
業
所
等
と

の
連
携
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
❹
結
婚

相
談
お
よ
び
啓
発
活
動
の
実
施

契
約
締
結
日

か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

市
内
に
本
社
ま
た

　

在
京
・
在
仙
町
人
会
は
、
関
東

圏
ま
た
は
仙
台
圏
に
住
ん
で
い
る

登
米
市
出
身
者
が
、
会
員
同
士
の

親
睦
と
ふ
る
さ
と
の
交
流
を
図
る

た
め
に
、
町
域
ご
と
に
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
在
京
町
人
会
が
９
団

体
、
在
仙
町
人
会
が
４
団
体
あ
り

ま
す
。

　

近
年
で
は
、
関
東
圏
や
仙
台
圏

な
ど
の
市
外
に
住
ん
で
い
る
登
米

市
出
身
者
の
情
報
が
得
ら
れ
に
く

く
、
新
規
会
員
が
少
な
い
状
況
で

す
。

　

就
職
や
婚
姻
な
ど
で
、
登
米
市

か
ら
関
東
圏
や
仙
台
圏
に
転
居
し

た
人
、
町
人
会
の
活
動
に
興
味
の

あ
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
部
市
民
協

働
課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
サ

ク
ラ
、
ク
ル
ミ
や
ク
ワ
な
ど
の
樹

木
に
被
害
を
与
え
る
害
虫
で
す
。

　

食
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
樹

木
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
駆
除

し
、
被
害
を
拡
大
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
温
暖
な
気
候
が

続
い
た
場
合
は
、
早
期
の
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
駆

除
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
２
回（
例
年
６
月

中
旬
〜
７
月
中
旬
、
８
月
中
旬
〜

９
月
中
旬
）

行

政
区
な
ど
で
地
域
共
同
駆
除
を
す

る
場
合
、
無
料
で
高
枝
切
り
ば
さ

み
や
動
力
噴
霧
器
な
ど
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
枝
切
り

ば
さ
み
は
、
個
人
・
事
業
所
へ
も

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
駆
除
用
機

器
は
、
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
各
総
合
支
所
市

民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
環

境
課（
生
活
環
境
係
）

 

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
新

し
い
病
院
事
業
管
理
者
に
大
内
憲の

り

明あ
き

氏（
65
）が
就
任
し
ま
し
た
。

昭
和
53
年
東
北
大
学
医
学
部
卒

業
。ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生
研
究
所
、

国
立
が
ん
研
究
所
研
究
員
を
経

て
、
平
成
11
年
東
北
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
教
授
に
就
任
。
平

成
14
年
に
東
北
大
学
病
院
副
病
院

長
、
平
成
23
年
に
同
病
院
が
ん
セ

ン
タ
ー
長
、
平
成
24
年
か
ら
３
年

間
は
、
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
長
・
医
学
部
長
を
歴
任
。
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迫
　スポーツ少年団迫支部（阿部正

まさ

一
かず

支部長）主催の「クリー
ンキャンペーン」は３月 20日、迫地区で行われ、27団
体の団員と保護者、指導者など 450人が清掃活動に参加
しました。
　同日は、非常に冷たい風が吹く中での作業。日頃活動し
ている周辺のゴミなどを念入りに集めました。参加者は、
愛着ある活動場所の清掃活動を通して、環境美化の大切さ
を再確認しました。

登米
　農産加工クラブ「作品展示会」は３月 3日、とよま農
産加工調理場で開かれ、登米町農産加工クラブ連絡協議会
( 主藤とよ子会長 ) が１年間の研究成果を発表しました。
　作品展示会は、みそ、漬物、ご飯、惣菜、菓子、手芸と
手作り加工品 112点を出展。来場者は加工品を試食しな
がら、作り方を興味深く聞いていました。主藤会長は「今
後も会員との親睦を深めながら、加工技術をさらに磨き活
動していきたい」と話していました。

東和
　ブラジル日系作家アカデミー訪問団９人 ( 宮村秀

ひで

光
みつ

団
長 ) は３月 27日、本市を訪れました。
　訪問団は、ブラジルで作家として活躍している人たちで
同アカデミーの設立に尽力したベストセラー作家千葉勇氏
のルーツ東和町を訪問。市へ千葉氏著作の書籍を、訪問団
には市と国際交流協会から記念品を贈呈しました。縁故者
と懇談後、千葉氏両親の生家跡地を訪ね写真撮影するなど、
往時をしのび有意義な時間を過ごしました。

中田
　「春季火災予防運動」は３月１から31日まで展開され、
その一環として中田町内を婦人防火クラブ（佐藤千

ち

賀
か

子
こ

会
長）と市消防団中田支団（菅原英

ひで

義
よし

支団長）が防火広報をし、
火災予防を呼び掛けました。
　春季火災予防運動は、毎年火災が発生しやすいこの時季
に婦人防火クラブ員が消防車両で町内を巡回。佐藤会長は
「多くの人が火災予防に心掛け、慌てずに消火活動ができる
よう訓練に参加してほしい」と話していました。

TOWNS TOPICS
９つのまちのホットな話題をお届けします

9
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豊里
　春の交通安全運動「豊里地区合同出発式」は４月６日、
みやぎ登米農協豊里支店前で行われ、交通安全協会豊里支
部や豊里町交通安全母の会など関係者50人が参加し、交
通事故のない安全・安心なまちづくりを宣言しました。
　当日は、「短冊無事故作戦」と題し、手作りの折り鶴短
冊に無事故の願いを込め、ドライバーに配付。「着ぐるみ
作戦」では、サル・トラの２匹がドライバーたちに手を振
り、交通安全順守をＰＲしました。

石越
　「夏川・迫川の堤防一斉清掃」（石越町河川愛護会主催）
は３月12日、同河川敷で行われ、地域の環境美化に努め
ました。　
　同日は、地域住民約千人が参加。参加者は、ごみの多さ
や雑草の状況に驚いていました。ゴミの撤去や草木の焼却
作業を手際よく進め、清掃活動は約３時間で終了しました。
見違えるほどきれいになった堤防に、参加者は満足した表
情を浮かべていました。

津山
　「交通死亡事故ゼロ3,000 日達成表彰式」は3月 6日、
市役所迫庁舎で開かれ、市交通安全対策協議会と登米警察
署から横山地区コミュニティ推進協議会（佐藤秀

しゅう

一
いち

会長）
へ褒状が贈られました。
　また、この達成に併せ、登米警察署から津山地区（亀井
陽
よう

逸
いつ

津山区長会長）へ県警本部交通部長の感謝状が伝達。
佐藤会長は「地区住民一人一人に、さらなる安全運転を心
掛けていただくよう働きかけたい」と話していました。

米山
　在京の米山町出身者が組織する東京米山会（佐藤順

じゅん

二
じ

会長）の総会と懇親会は３月12日、東京都江東区アンフェ
リシオンで開かれ、約80人が出席し、親睦を深めました。
　総会には、本市から米山町域選出の市議会議員や関係者
が出席。佐藤会長は「会員の高齢化などにより年々参加者
が減少しているが、懐かしい仲間たちが集い語らえる場と
して、これからも継続して開催していきたい」と力強く宣
言しました。

南方
　　「親子教室＆子ども農園」（東郷公民館主催）は３月 11
日、南方定住促進センター脇のオオムラサキ飼育舎・メダ
カの池で開かれ、約40人の親子が参加しました。
　親子教室＆子ども農園は、ニホンメダカを通じ環境に配
慮した米作りに興味を持ってもらうことが目的。地元産の
米で作ったおこわの試食やメダカなどについて勉強した
後、成長を願いながらみんなの手でメダカを池に放流しま
した。
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Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　市図書館（迫、登米、中田）では、10万冊以上

の本を用意して、皆さんのご利用をお待ちして
います。
　読みたい本を図書館で見つけられなかった場
合は、職員にお聞きください。
　リクエスト（予約）した本が、その図書館にな
い場合は、市内外の図書館から取り寄せて貸し
出すこともできます。
　リクエストをお待ちしています。
※詳細は、各図書館までお問い合わせください。

本のリクエストについて
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Monthly Hot Communication

Health
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Young
Monthly Hot Communication

　168㌢で B型です。
　専業農家で主に夏はネギ、冬は

ちぢみホウレンソウを栽培しています。就
農して５年目ですが、基本休みがないので
大変です。大変ですがやりがいのある仕事
ですね。中、高とサッカー部に所属し、高
校卒業後はフットサルのプロチーム「ステ
ラミーゴいわて花巻」に入団しました。チー
ムが Fリーグ退会後、登米市に戻り、その
経験を生かし、昨年知人が結成した「FC
オークス」のコーチとして中学生に指導し
ています。それと、６才以下の子どもたち
にもキッズサッカーと幼児体育を教えてい
ます。

　すごく前向き。仮に大けが
をしても、命があれば大丈夫だと思ってい
ます（笑）。

　サッカーと映画鑑賞です。
ノーと言えて、ありがと

うが言える人。また、しっかりとした意思
を持っている人ですね。

　サッカーの試合やアーティスト
のコンサートに行くことが多いですね。

　ボルダリングです。
これまで何回かやってみて楽しかったので。
見た目より、頭と体の使い方が難しいスポー
ツです。

市内には娯楽施設
（ボーリング場、スーパー銭湯）などがない
ので石巻市や大崎市で遊ぶことが多いです。
市内にもできたらいいなと思います。
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Dream
Monthly Hot Communication

歌とダンスが大好き。
いっぱい食べて元気
に成長しています。
いつもの笑顔で、パ
パとママを癒やして
ね。

2016年７月２４日生まれ
中田町・境堀
忍さんの次男

くん（８カ月）

パパ、ママ、お兄ちゃ
んの元へ生まれてき
てくれてありがとう。
いつも癒やしてくれ
る笑顔。元気いっぱ
いすくすく育ってね。

Monthly Hot Communication

Child

2015年１月23日生まれ
中田町・加賀野二
聖さんの長女

ちゃん （2）

　ぼくの将来の夢は「シェフ」になることで
す。理由は、みんなにおいしい料理を食べて
もらって笑顔になってほしいからです。
　人を笑顔にするものがなぜ料理かという
と前にレストランに行った時、家族や来て
いるお客さんが笑顔で楽しそうに食べてい
るのを見たことがきっかけです。
　それからお母さんとクッキーやマフィン
を作りました。クッキーは形がしっかりで
きていて、マフィンはやわらかくてどちら
もおいしかったです。そのあと、お父さん
とハンバーグ作りもしました。きれいに焼
けて味もばっちりでした。嬉しかったです。
　こういう経験を通して料理がもっと好き
になり、大人になったら料理で人を笑顔に
したいと思いました。シェフになるために
今できることを頑張っていきたいです。

みんなが笑顔になれる
料理を作りたい
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Half Century
Monthly Hot Communication

お
見
合
い
だ
ね
ぇ
。
仲

人
さ
ん
に
見
て
ご
ざ
い
ん
と
言
わ

れ
て
見
さ
行
っ
た
ね
。

一
人
で
ど
ご
の
や
ろ
っ

こ
が
来
た
の
が
ど
思
っ
て
。
年
若

い
か
ら
、
ほ
れ
だ
ん
だ
が
、
ほ
れ

ら
れ
た
ん
だ
が（
笑
）。

仕
事
の
用
足
し
は
、
自

転
車
で
行
が
ね
げ
ね
え
げ
ど
、
乗

れ
な
く
て
ね
ぇ
。
結
婚
し
て
か
ら

乗
り
方
覚
え
だ
で
ば（
笑
）。

短
歌
を
書
く
こ
と
だ
ね
。

70
歳
か
ら
ボ
ケ
防
止
で
7
０
９
詩

の
短
歌
を
作
詩
し
た
ん
だ
。
あ
と
、

昌
学
寺
で
月
１
回
書
道
を
教
え
て

「
時
の
流
れ
」

　

た
し
か
小
学
３
年
ぐ
ら
い
の
時

に
、
５
歳
下
の
弟
と
お
に
ぎ
り
や

お
や
つ
を
持
っ
て
、
初
め
て
高
森

山（
現
在
の
チ
ャ
チ
ャ
ワ
ー
ル
ド
）

を
登
り
ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
す
る

と
顔
が
か
ゆ
く
な
り
腫
れ
て
、
弟

も
足
が
腫
れ
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

病
院
に
行
っ
た
ら「
ウ
ル
シ
に
ま

け
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

顔
に
包
帯
を
巻
か
れ
、
翌
日
、
登

校
す
る
と
注
目
の
的
。
み
ん
な
か

ら
大
笑
い
さ
れ
ま
し
た
。
秋
に
は

学
校
行
事
で
の
イ
ナ
ゴ
捕
り
。
一

定
以
上
の
重
さ
を
捕
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
足
り
な
い
時
は
、

袋
に
カ
マ
キ
リ
を
入
れ
た
り
、
袋

を
水
に
浸
し
て
重
く
し
て
ご
ま
か

し
て
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
懐

か
し
い
こ
と
で
す
。

Monthly Hot Communication

One's Home

　

現
在
、
少
子
化
で
児
童
が
少
な

く
、
な
ん
と
な
く
地
域
の
活
気
が

薄
れ
て
き
た
こ
と
は
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
昔
、
町
内
に
あ
っ
た
お

店
は
す
で
に
閉
店
。
そ
れ
を
思
う

と
寂
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
変
化
で
し
ょ

う
か
。
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ

が
で
き
、
店
舗
の
明
か
り
に
誘
わ

れ
て
お
店
に
入
る
と
古
里
の
暗
い

夜
道
で
も
な
ん
と
な
く
ホ
ッ
と
し
、

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

昨
年
8
月
頃
か
ら
月
に
１
度
、

母
親
の
介
護
の
た
め
古
里
に
帰
省

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
同
級

生
や
知
人
と
宴
席
を
設
け
、
い
ろ

い
ろ
な
お
酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が

ら
、
昔
話
で
う
た
げ
が
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
す
。
飲
む
の
は
や
は

り
地
元
の
澤
乃
泉
。
こ
れ
だ
け
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
U
タ
ー
ン
す
る

時
、
澤
乃
泉
の
大
吟
醸
な
ど
を
購

入
し
て
い
き
、
行
き
つ
け
の
店
で

振
る
舞
い
ま
す
。
飲
ん
だ
人
か
ら

は
、
大
変
お
い
し
い
と
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
い
し
こ
し
会
の
会

員
を
増
や
そ
う
と
会
長
を
は
じ
め
、

役
員
で
案
を
出
し
合
っ
て
奮
闘
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
古
里
の
伝

統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
、
東
京
い

し
こ
し
会
総
会
で
は
会
員
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
民
謡
や
尺

八
演
奏
な
ど
の
催
し
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

も
ら
っ
て
ん
だ
。

隣
近
所
の
人
だ
ぢ
ど
３

日
に
１
回
の
お
茶
飲
み
が
楽
し
み
。

昨
年
同
じ
日
に
ひ
孫
が
２
人
生
ま

れ
た
の
。
ひ
孫
が
来
る
の
が
楽
し

み
だ
で
ば
。こ

た
つ
で
に
ら
め
っ
こ

し
て
れ
ば
い
い
ん
で
ね
。
特
別
、

何
も
話
さ
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ

ね
、
お
互
い
健
康
で
一
緒
に
居
ら

れ
れ
ば
。

★

こ
れ
ま
で
通
り
、
自
分

の
家
で
食
べ
る
ぐ
ら
い
の
野
菜
づ

く
り
だ
ね
。
孫
や
畑
な
い
人
に
野

菜
け
で
や
っ
と
喜
ば
れ
る
し
、
そ

の
顔
見
っ
と
う
れ
し
い
が
ら
ね
。

円
満
の
コ
ツ
は
こ
た
つ
で
に
ら
め
っ
こ
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今
月
は
、東
和
町
の
道
の
駅「
林

林
館
森
の
茶
屋
」の
熊
谷
信ま

こ
と

駅
長

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
林
林
館
森
の
茶
屋
」
と
４
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅

三
滝
堂
」
に
、
出
来
立
て
パ
ン
を

置
き
た
か
っ
た
の
で
「
か
じ
か

ベ
ー
カ
リ
ー
工
房
」
を
始
め
ま
し

た
。
種
類
は
デ
ニ
ッ
シ
ュ
ブ
レ
ッ

ト
や
ミ
ニ
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
な
ど
数

種
類
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

デ
ニ
ッ
シ
ュ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
普

通
の
も
の
よ
り
バ
タ
ー
の
風
味
が

強
い
食
パ
ン
で
す
。
ト
ー
ス
タ
ー

で
お
好
み
の
焼
き
加
減
に
焼
い

て
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
い
い
で

す
し
、
蜂
蜜
を
か
け
て
も
お
い
し

く
召
し
上
が
れ
ま
す
。
バ
ニ
ラ
ア

イ
ス
や
フ
ル
ー
ツ
を
添
え
て
、
お

や
つ
に
す
る
の
も
お
ス
ス
メ
で

す
。
パ
ン
の
中
で
も
特
に
人
気
が

あ
り
、
平
日
の
仕
事
帰
り
に
必
ず

お
買
い
求
め
に
な
る
お
客
さ
ん
も

い
ま
す
。
週
末
に
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
人
気

の
パ
ン
で
す
。

　

マ
イ
タ
ケ
を
粉
末
に
し
た
「
健け

ん

舞ま
い

」
が
売
れ
筋
で
す
。
健
舞
は
、

料
理
に
ひ
と
味
加
え
る
調
味
料
。

ス
ー
プ
や
み
そ
汁
に
入
れ
る
と
、

味
わ
い
深
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「
舞
茸
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
あ
ん
に

練
り
込
ん
で
い
ま
す
。
マ
イ
タ
ケ

の
風
味
と
ほ
ど
良
い
甘
さ
が
人
気

で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

道
の
駅「
林
林
館

森
の
茶
屋
」

☎
０
２
２
０（
４
５
）１
２
１
８

●
６
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・氏
名・電
話
番
号

を
記
入
し
、４
月
28
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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▶

☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　
　
　

◉

◉

◉
▶ ▶ ▶

▶ ▶
▶ ▶
▶ ▶

☎

宮本　隆
りゅう

治
じ

 氏
　　　（フリーアナウンサー）
　福岡県北九州市出身。慶應義塾大
学文学部を卒業後、NHKに入局。NHK
アナウンサーとして「NHK紅白歌合戦」
「NHKのど自慢」などの名物番組を担
当。'07定年退職後はフリーアナウン
サーとして活躍中。

　

市
は
、
市
食
育
推
進
計
画
（
元

気
と
め
食
育
21
計
画
）
に
よ
り
、

食
育
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
協
働
で
食
育
を
推
進
す

る
た
め
、
市
食
育
推
進
会
議
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

２
人

❶
平
成
29
年
５
月

１
日
現
在
、
満
20
歳
以
上
で
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
て

任
期
中
に
転
出
す
る
予
定
が
な
い

人
❷
市
食
育
推
進
計
画
に
関
す
る

施
策
の
実
施
、
推
進
に
関
心
の
あ

る
人
❸
市
の
職
員
お
よ
び
議
会
議

員
で
な
い
人平

成
29
年
８
月
１
日
か

ら
平
成
31
年
７
月
31
日（
２
年
間
）

市
食
育
推
進
計
画
に
関

す
る
重
要
事
項
の
審
議
、
施
策
の

実
施
推
進

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

❶
作
文
「
登
米
市

の
豊
か
な
人
材
・
食
材
を
活い

か
し

た
食
育
活
動
」
に
関
し
て
４
０
０

〜
８
０
０
字
程
度
❷
次
の
事
項
を

記
載
し
た
申
込
書（
任
意
様
式
も

可
）
＝
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
勤
務

先
、
応
募
理
由

※
応
募
申
込
書
は
各
総
合
支
所
と

市
民
生
活
部
健
康
推
進
課（
南
方

庁
舎
２
階
）に
設
置
し
て
い
ま
す
。

５
月
22
日（
月
）必

着

市
民
生

活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

㊊ ☎

㊌ ☎

㊋ ☎

㊋

☎

☎

㊎ ☎
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Good health is a great blessing

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊊ ㊋ ㊊ ㊏
㊊ ㊍ ㊊ ㊎
㊎ ㊊ ㊌
㊊ ㊍ ㊍ ㊎
㊊ ㊌ ㊊ ㊏
㊋ ㊎ ㊊ ㊋

㊊ ㊋ ㊍ ㊏

☎

▶

▶

☎
　　

㊋ ㊎ ㊍ ㊏
㊊ ㊌ ㊍ ㊏
㊌ ㊎ ㊍ ㊏
㊊ ㊍ ㊍ ㊍
㊋ ㊌ ㊍ ㊍
㊍ ㊍ ㊏
㊎ ㊊ ㊍ ㊍
㊋ ㊌ ㊏ ㊍
㊋ ㊍
㊊ ㊌
㊍ ㊎
㊊

◉診療時間　9:00～17:00
※プレミア歯科は、10：00～18：00

【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)

【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の
上、受診ください

㊌ ☎ ☎

㊍ ☎ ☎

㊎ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊋ ㊎ ㊋ ㊏
㊐ ㊋ ㊋ ㊌
㊋ ㊎ ㊍ ㊏
㊊ ㊋ ㊋ ㊐
㊌ ㊎ ㊎
㊊ ㊋ ㊊ ㊋
㊌ ㊎ ㊌ ㊎

㊐ ㊌
㊊ ㊋
㊌ ㊎

㊍ ㊏ ㊋ ㊎
㊊ ㊌ ㊐ ㊌
㊍ ㊎

◆
◆

㊊ ㊋
㊌ ㊎
㊐ ㊍
㊌ ㊏
㊊ ㊍
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市
は
、
保
育
所
で
勤
務
す
る
保

育
士
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す
る

指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
待
遇
は
非
常
勤
職
員
で
、

勤
務
は
週
５
日
、
１
日
５
時
間

45
分
勤
務
で
す
。
報
酬
月
額
は

14
万
９
千
円
で
す
が
、
実
務
経
験

年
数
に
よ
り
増
額
さ
れ
、
通
勤
手

当
相
当
分
を
加
算
し
て
支
給
し
ま

す
。
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
も
完

備
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い

人
で
も
パ
ー
ト
勤
務
が
可
能
な
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
に

関
わ
る
仕
事
を
し
て
み
た
い
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶
保
育
士
▼
保
育

士
資
格
を
持
つ
人
❷
指
導
員
▼
保

育
士
、
幼
稚
園
や
学
校
の
教
員
免

許
を
持
つ
人
の
ほ
か
、
大
学
で
心

理
学
や
体
育
学
な
ど
を
専
修
し
た

人

福
祉
事
務
所
子

育
て
支
援
課
（
子
ど
も
保
育
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

三
幸
学
園
で
は
、農
業
・
食
分
野

で
必
要
な
ス
キ
ル
を
体
系
的
に
習

得
し
、就
農
・
就
職
が
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
に
、職
業
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

６
月
16
日
（
金
）

〜
10
月
14
日
（
土
）

飛
鳥
未
来
き
ず
な
高
等

学
校
（
旧
米
山
高
）

無
料（
教
科
書
代
等
は
、

別
途
自
己
負
担
）５

月
25
日
（
木
）

ま
で

15
人

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
法
人
三
幸

学
園
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２
０
（
５
５
）
３
７
７
６

活
動
区
間
の
沿
線

在
住
者
で
、
河
川
に
接
す
る
機
会

が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
が
あ

る
20
歳
以
上
の
健
康
な
人

❶
日
常
生
活
で
知

り
得
た
河
川
に
関
す
る
情
報
の
提

供
❷
河
川
に
関
す
る
地
域
の
要
望

を
知
っ
た
と
き
の
河
川
管
理
者
へ

の
連
絡
❸
地
域
住
民
に
対
す
る
河

川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
❹
活
動

区
間
の
河
川
を
毎
月
１
回
以
上
観

察
し
て
気
付
い
た
点
な
ど
の
報
告

北
上
川
（
柳
津
大

橋
か
ら
二
股
橋
ま
で
）

１
人

７
月
１
日
（
土
）
〜
平

成
30
年
６
月
30
日
（
土
）

月
額
４
５
０
０
円
程
度

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

５
月
16
日
（
火
）国土

交
通
省
北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

占
用
調
整
課（
占
用
調
整
第
一
係
）

☎
０
２
２
５（
９
４
）９
８
５
１

　

家
族
で
大
豆
の
種
植
え
や
収

穫
、
ク
ッ
キ
ン
グ
を
体
験
す
る
教

室
を
、
市
と
健
康
増
進
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
で
い
る
大
塚
製
薬
と

ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
と
の
協
働
で
開

催
し
ま
す
。❶種

植
え
＝
６
月
24
日

（
土
）
❷
収
穫
・
ク
ッ
キ
ン
グ
＝

９
月
下
旬米

山
町
内
の
畑
・
施
設

※
申
し
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
店
頭
の
ポ

ス
タ
ー
で
ご
確
認
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
健

康
推
進
課
（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０
（
５
８
）
２
１
１
６

災害時安定供給施設

木）

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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本
年
度
か
ら
、
中
小
企
業
振
興

資
金
の
貸
付
利
率
を
２
・
２
㌫
か

ら
１
・
７
㌫
に
引
き
下
げ
、
市
内

商
工
業
者
の
経
営
安
定
化
を
支
援

し
ま
す
。
事
業
資
金
の
借
り
入
れ

を
検
討
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

【

市
内
に
居
住
し
、

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

運
転
資
金（
７

年
以
内
）・
設
備
資
金（
10
年
以
内
・

併
用
７
年
以
内
）２

千
万
円

年
１
・
７
㌫

市
内
各
金
融
機
関

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
商

業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

迫
町
北
方
字
大
洞
地
内
の
用
途

地
域
（
工
業
専
用
地
域
）
指
定
に

関
す
る
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

【
日
時
】
４
月
27
日
（
木
）
午
後

６
時
30
分

【
場
所
】迫
公
民
館（
１
階
研
修
室
）

【
問
い
合
わ
せ
】
建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課
（
都
市
整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　

医
療
事
務
科

医
療
機
関
で
の
保

険
請
求
等
の
事
務
処
理
能
力
の
習

得

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受

講
指
示
、
受
講
推
薦
ま
た
は
支
援

指
示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

ニ
チ
イ
学
館
石
巻

駅
前
教
室

６
月
14
日
（
水
）

〜
９
月
13
日
（
水
）

５
月
30
日
（
火
）

ま
で

】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
、

別
途
自
己
負
担
）

宮
城
県
立
石
巻

高
等
技
術
専
門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

子
ど
も
た
ち
の
視
力
回
復
を
指

導
す
る
女
性
ト
レ
ー
ナ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▼
誠
実
で
教
え
る

こ
と
が
好
き
な
明
る
い
人
▼
30
〜

60
歳
代
の
女
性
▼
週
１
回
２
時
間

程
度
指
導
で
き
る
人全

国
子
供
視
力

回
復
訓
練
協
会

☎
０
２
４（
５
２
２
）６
４
１
１

（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
、
午
後
１

時
〜
午
後
７
時
）

☎

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

☎ ☎ ☎ ☎
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建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ

き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
退
職
金
制
度
で
す
。

建
設
業

を
営
む
人

建
設
現

場
で
働
く
人日

額
３
１
０
円

※
詳
し
く
は
、
建
退
共
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
退
共
宮
城
県

支
部

☎
０
２
２（
２
６
３
）
２
９
７
３

　

地
域
の
集
会
施
設
建
設
や
改
修

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【

❶
集
会
施
設
の
建

設
お
よ
び
購
入
❷
施
設
の
修
繕
お

よ
び
模
様
替
え
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
含
む
）、
増
築

補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
❶
新
築

＝
１
千
万
円
❷
修
繕
、
模
様
替
え

な
ど
＝
２
５
０
万
円❶

門
、
柵
、
植

樹
な
ど
の
附
帯
工
事
費
お
よ
び
購

入
費
❷
用
地
の
取
得
費
❸
既
存
建

物
の
解
体
費
❹
備
品
費
な
ど

平
成
30
年
度
事
業

分
の
要
望
＝
10
月
31
日
（
火
）

※
事
前
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
対
象

経
費
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

企

画
部
市
民
協
働
課
（
市
民
活
動
支

援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

芸
術
文
化
団
体
が
主
催
す
る
大

会
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

市
内
で
芸
術
文
化

団
体
が
主
催
す
る
各
種
大
会
（
音

楽
、
伝
統
芸
能
、
美
術
、
文
芸
な

ど
）
で
全
国
的
な
規
模
で
実
施
す

る
も
の

次
の
い
ず

れ
か
少
な
い
額
と
し
、
50
万
円
を

上
限
❶
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
❷
補
助
対
象
額
（
全
体
経

費
か
ら
協
賛
金
を
除
く
諸
収
入
を

控
除
し
た
額
）
の
２
分
の
１
以

内
。
た
だ
し
協
賛
金
が
上
回
る
場

合
は
、
補
助
対
象
額
か
ら
協
賛
金

を
控
除
し
た
額

平
成
30
年
度
事
業

分
の
要
望
＝
９
月
29
日
（
金
）

※
事
前
に
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

企

画
部
市
民
協
働
課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

５
月
９
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
前
11
時
50
分

仙
台
地
方
裁
判
所
（
１

階
中
央
ホ
ー
ル
）

❶
模
擬
裁
判
形
式
に
よ

り
裁
判
員
を
体
験
❷
裁
判
官
が
分

か
り
や
す
く
裁
判
員
制
度
を
説
明

❸
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
見
学
や
記

念
撮
影
な
ど40

人
（
先
着
順
）

※
事
前
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

仙

台
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

（
広
報
係
）

☎
０
２
２（
２
２
２
）６
１
１
５

パ
ソ
コ
ン
講
習
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ
ー
ド
２
０
１
３

６
月
７
日
（
水
）
〜
７

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
も

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
は
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　

対
象
者
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
の
課
程
）

に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
す
。
本

人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
目
安
〉

１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
等
の

数
×
38
万
円
）

※
詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年
金

医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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月
21
日
（
金
）﹇
毎
週
水
・
金
曜

日
（
計
14
回
）﹈
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー宮

城
県
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
や
母
ま
た
は
寡
婦
で
、

全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

10
人無

料
（
教
材
費
・
検

定
料
等
は
、
別
途
自
己
負
担
）

無
料
（
３
歳
以
上
小
学

３
年
生
ま
で
）

５
月
11
日
（
木
）

〜
22
日
（
月
）

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
に
て
、
講
習
名
、
住
所
、

氏
名
、連
絡
先
、託
児
の
有
無
（
年

齢
）
を
記
入
し
て
５
月
22
日
（
月
）

（
必
着
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

宮

城
県
母
子
福
祉
連
合
会

☎

０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

　　

大
麻
や
一
部
の
ケ
シ
は
、
法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
シ
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

色
鮮
や
か
で
美
し
い
大
き
な
花
を

咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
に
は
、

園
芸
用
の
も
の
と
外
観
が
似
て
い

る
品
種
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

不
正
大
麻
や
ケ
シ
は
犯
罪
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

不
正
栽
培
、
ま
た
は
自
生
し
て

い
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、

保
健
所
や
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

登
米
保
健
所（
食

品
薬
事
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

下田中53番地8

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

㊏

㊍

◉
➊

➋

➌ ☎

㊐

㊎

◉

㊎

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉皖山会

☎

㊐

◉ TOME/BATTLE2017

☎

㊍

◉
➊ ➋

☎

㊐

◉

☎

☎ ☎ ☎ ☎
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26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
の

負
担
を
考
慮
し
、
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）
を
支
給
し
ま
す
。

基
準
日（
平
成
28

年
１
月
１
日
）に
登
米
市
に
住
民

登
録
し
、
平
成
28
年
度
分
市
町
村

民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
人
（
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

扶
養
親
族
、
生
活
保
護
制
度
の
被

保
護
者
な
ど
を
除
く
）

☎
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
５
千
円

支
給
対
象
に
該

当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
に
、

申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、必

要
書
類
を
添
付
の
上
、
最
寄
り
の

総
合
支
所
市
民
課
市
民
係
宛
て

に
、持
参
ま
た
は
返
信
用
封
筒
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
受
付

期
間
は
、
８
月
４
日（
金
）ま
で
で

す
。
な
お
、
４
月
下
旬
か
ら
順
次

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

臨
時
福
祉
給
付

金
専
用
電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
２
９
４
）１
１
５

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
福
祉

総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

◉
臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
を

装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
職
員
な
ど
が
、
電
話
な
ど
で

銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自

動
預
払
機
の
操
作
や
手
数
料
な
ど

の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電

話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
左
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

警
察
相
談
電
話

☎
＃
９
１
１
０

　

近
年
、記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る

大
規
模
な
水
害
や
土
砂
災
害
が
頻

発
し
て
お
り
、気
候
変
動
の
影
響

で
、今
後
ま
す
ま
す
洪
水
の
発
生

頻
度
の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
災
害
に
備
え
、国
が

管
理
す
る
北
上
川
下
流
・
旧
北
上

川
で
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た

場
合
は
、市
内
全
域
で
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
洪
水
情
報

が
配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
の

情
報
の
ほ
か
、緊
急
速
報
メ
ー
ル

を
活
用
し
て
水
害
の
危
険
性
を
察

知
し
、自
主
的
避
難
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

５
月
１
日
（
月
）

か
ら

市
内
全
域

北
上
川
下
流
・
旧
北

上
川
に
お
い
て
河
川
氾
濫
の
恐
れ

が
あ
る
（
氾
濫
危
険
水
位
を
超
え

た
）情
報
お
よ
び
氾
濫
が
発
生
し

た
情
報

▼
北
上
川
下
流

❶
米
谷
水
位
観
測
所
（
区
間
＝
県

境
か
ら
登
米
大
橋
ま
で
）

❷
登
米
水
位
観
測
所
（
区
間
＝
登

米
大
橋
か
ら
柳
津
大
橋
ま
で
）

❸
柳
津
水
位
観
測
所
（
区
間
＝
柳

津
大
橋
か
ら
飯
野
川
橋
ま
で
）

▼
旧
北
上
川

●
和
渕
水
位
観
測
所
（
区
間
＝
北

上
川
分
岐
点
か
ら
天
王
橋
ま
で
）

国
土
交
通
省
東
北

地
方
整
備
局
北
上
川
下
流
河
川
事

務
所
防
災
情
報
課（
水
防
調
整
係
）

☎
０
２
２
５（
９
４
）９
８
５
４

　

相
談
は
完
全
電
話
予
約
制
。
前

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

５
月
25
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川

年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

暮
ら
し
、仕
事
、健
康
や
家
族
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
お
持
ち

の
人
か
ら
相
談
を
受
け
、問
題
を

整
理
し
、解
決
方
法
を
一
緒
に
考

え
ま
す
。相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。な
お
、出
張
相
談
会
は

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　　　　　　 ☎
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（平成29年３月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,578 10,155 10,776 20,931 （▲64）

登米 1,798 2,364 2,578 4,942 （2）

東和 2,397 3,222 3,346 6,568 （▲41）

中田 5,022 7,701 8,094 15,795 （▲91）

豊里 2,149 3,327 3,375 6,702 （▲11）

米山 2,823 4,562 4,779 9,341 （▲49）

石越 1,589 2,483 2,538 5,021 （▲23）

南方 2,660 4,271 4,489 8,760 （12）

津山 1,191 1,645 1,806 3,451 （19）

合計 27,207 39,730 41,781 81,511 （▲308）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　まもなくゴールデンウィークに入ります。車を利用して
遠出を計画している人も多いのではないでしょうか。
　せっかくの楽しい旅行が、交通事故によって悲しい思い
出とならないように、次のことに注意して安全運転を心掛
けましょう。
1　ゆとりある計画（プラン）を立てましょう
2　車と自分の健康チェック
3　シートベルト・チャイルドシートは必ず着用
4　運転はゆとりと思いやりをもって
5　無事に帰宅するまで気を緩めずに

（平成29年３月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H29 H28 増減数

人身事故
発生件数 58件 58件 ０件

死者数 １人 ０人 １人

負傷者数 78人 73人 ５人

物損事故
発生件数 398件 432件 ▲34件

※平成29年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 曇り
消防署北出張所（石越） 0.04 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.04 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.05 曇り
消防署西出張所（南方） 0.05 曇り

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

く
ら
し・
し

ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４

　

母
子
・
父
子
が
抱
え
る
養
育
費

や
親
権
な
ど
の
課
題
解
決
の
た

め
、
弁
護
士
が
無
料
相
談
に
応
じ

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

❶
５
月
16
日
（
火
）
❷

８
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
２

時

登
米
保
健
所
内
相
談
室

登
米
保

健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

高
齢
者
で
「
最
近
物
忘
れ
が

多
く
な
っ
た
」「
元
気
が
な
く
何

も
や
ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
」

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
け
ど
、
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
病

院
に
連
れ
て
行
き
た
い
け
ど
本
人

が
行
き
た
く
な
い
と
言
っ
て
い

る
」「
同
じ
事
を
何
度
も
繰
り
返

し
話
す
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の

気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
精
神
科
医
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

５
月
26
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎
（
１

階
相
談
室
）

❶
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

❷
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

❸
石
越
分
室

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

❹
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

❺
登
米
分
室

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

❻
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

❼
南
方
分
室

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

❽
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

❾
豊
里
分
室

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長

寿
介
護
課
（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

５
月
12
日（
金
）、５
月
26

日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15

分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

12
日
＝
開か

い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法

書
士
）、26
日
＝
開か

い

発ほ
つ

健け
ん

次じ（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

５
月
19
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
ま
で
を
除
く
）

▼
午
前
９
時
45
分
〜
11

時
30
分
▼
午
後
０
時
45
分
〜
３
時

（
予
約
不
要
）

仙
台
家
裁
・
簡
易
裁
判

所
庁
舎
（
３
階
）

弁
護
士
・
法
務
局
職
員

仙
台
家
庭
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
（
庶
務
係
）

☎
０
２
２（
７
４
５
）６
２
０
３

☎ ☎ ☎ ☎



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

▼
年
度
明
け
早
々
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
A
に
。
職
場
、
取
材

対
象
者
、
印
刷
会
社
の
皆
さ
ん

に
大
変
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ

た
。
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
年

度
内
、
同
じ
こ
と
が
な
い
よ
う

体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
い
き

た
い
。
広
報
担
当
３
年
目
。
最

初
に
誓
っ
た「
知
識
よ
り
意
識
、

能
力
よ
り
努
力
」
を
刻
み
直
し

頑
張
り
た
い
。（
及
川
）

▼
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
桜
が

咲
き
春
の
季
節
で
す
ね
。
新
年

度
、
新
学
期
が
始
ま
り
環
境
の

変
化
に
疲
れ
が
出
て
く
る
時
期

で
す
。
朝
晩
の
気
温
の
変
化
も

あ
る
の
で
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
た
い
で
す
ね
。（
千
葉
）

▼
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
野

菜
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
い
る

の
を
見
る
と
、
季
節
の
変
わ
り

目
を
深
く
感
じ
ま
す
。
４
月
か

ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
旬
な
話
題
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。（
伊

藤
）

▼
４
月
か
ら
別
の
部
署
に
異
動

に
な
り
ま
し
た
。
広
報
の
仕
事

に
携
わ
り
３
年
、
大
勢
の
人
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
田
代
）

Profi le

　「『これ、やってみたい』って思ったんですよ」
と生き生きとした表情で、福祉ネイルとの出会い
を振り返る村田さん。
　村田さんは、この３月にネイルサロン
「CROWN」を開店し「福祉ネイリスト」として
活動している。福祉ネイルは、高齢者や障がい者
などに、ネイルケアやハンドマッサージなどを施
し、介護予防、体や心の機能回復につなげるもの。
名取市にある一般社団法人「シニアチャレンジッ
ドメンタルビューティー協会（ＳＭＢＡ）」認定
校に通い、昨年資格を取った。
　もともとは、夫が経営する飲食店で仕事をして
いた。帰宅後や休日に、美容関係の勉強をしてい
たところ、偶然福祉ネイルの存在を知り、ＳＭＢ

Ａ認定校に通いはじめた。「自分が気になったも
のは、とことん突き詰めていくたちなんで」。
　現在は、仙台市や大崎市の介護施設や病院を中
心に、高齢者や障がい者にハンドケアなどを施し
ている。「『きれいにしてくれてありがとう』『手
だけではなく、気持ちが楽になった』と言われた
とき、この仕事を選んでよかったと感じます」と
にっこり。
　県内の福祉ネイリストは約20人で、市内は村
田さんだけ。「市内では認知度が低いんですよね。
少しずつ受け入れてくれる施設や病院、一緒に活
動する仲間も増やしたいですね」と目標を語る。
地域に根ざし、お客さんの心に寄り添いながら、
一歩ずつ前に進んでいく。
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